
特定非営利活動法人 テレビ日本美術家協会 2023.6⽉現在

□ 2022年度事業報告 □

⑴組織委員会より
●正会員数 94名 → 2023年正会員数88名
●賛助会員数 48社
●助成企業数 11社
●特別会員数 42名

⑵広報委員会より

●第49回伊藤熹朔賞の内容を中⼼とした協会の⼩冊⼦を発⾏しました。
（配布先：各美術⼤学、専⾨学校、正会員、特別会員、賛助会員、関係各所）
●JTVAN倶楽部より『JTVAN NEWS』を配信し年間活動報告を伝える。
●横浜放送ライブラリーにて伊藤熹朔賞の対象年度受賞者のパネル展⽰を開始。
●「JVAフェスタ2022年」（令和4年12⽉7⽇〜11⽇/調布市グリーンホールで開催）
第47回〜第49回の伊藤熹朔賞のパネル展⽰、各局番組セットの模型展⽰を⾏いました。

⑶伊藤熹朔賞運営委員会より
●第49回伊藤熹朔賞について
2022年10⽉15⽇（⼟）オンラインにて授賞式を執り⾏う。
本賞/ ⼤河ドラマ『⻘天を衝け』

⽇本放送協会/有本弘、荒川靖彦、伊達美貴⼦、⼩⾕内理華、深尾⾼⾏
株式会社NHKアート/神林篤、⼭崎智也、寺町美代⼦、岸聡光

協会賞/  『第63回 輝く！⽇本レコード⼤賞』 株式会社TBSアクト 宇野宏美
特別賞/  株式会社テルミック 故・⿃海節夫
新⼈賞/  株式会社 テレビ東京アート 岩本朝美

⑷芸術⽂化振興委員会より

●⽂化庁 令和4年度新進芸術家在外研修（１年間）の申請は無し。

⑸⽇本⻘年団協議会について
●第70回全国⻘年⼤会への後援並びに⼤会顧問の就任

特定非営利活動法人 テレビ日本美術家協会 https://www.jtvan.or.jp/

■ 第１号議案

■ 第２号議案 □ 2022年度会計報告 □

●次⾴参照

2023年通常総会議案書

こやち りか

きしさとみつ

https://www.jtvan.or.jp/award_8.php




役員

●理事⻑ 村⽵良⼆（テレビ朝⽇）
○副理事⻑ ⽯⽥道昭
○顧問 ⾼原 篤（テレビ朝⽇クリエイト）
○名誉顧問 三原康博（関東フリー）
○常任理事 三好正⽊（NHK)

北原國彦（テレビ朝⽇）
永⽥周太郎（TBSテレビ）
荒川淳彦（関東フリー）
箕⽥英⼆（読売テレビ）
⼩堺健司（関東フリー）

特定非営利活動法人 テレビ日本美術家協会 2023.6⽉現在

□ 2023年度役員の改選について □

特定非営利活動法人 テレビ日本美術家協会 https://www.jtvan.or.jp/

■ 第３号議案

事務局員

◎事務局⻑ ⼩堺健司（関東フリー）
○事務局次⻑ ⼭﨑正⾂（NHK⼤阪拠点放送局）
○事務局員 本多規⼦（SMA)

理事

○関東ブロック

◎代表理事 池上 隆 （テレビ朝⽇クリエイト）
深尾⾼⾏ （NHK)
吉⽥真也 （NHKアート）
⾼松浩則 （TBSアクト）
塩⼊隆史 （フジテレビジョン）
薬王寺哲郎（テレビ東京アート）
柳⾕雅美 （⽇本テレビアート）

○関⻄ブロック

◎代表理事 ⼝井雅弘（朝⽇放送テレビ）
 ⼭﨑正⾂（ NHK⼤阪拠点放送局）

○中部ブロック

◎代表理事 橋⽥誠⼀（CBCテレビ）
⼭崎孝治（東海テレビ）

○正会員（88名）特別会員（43名）

◎代表世話役 ⽔速信孝（NHK OB）

賛助会員(48社）

助成企業（11社）

監事

○⽔速信孝（NHK OB) 
○越智和夫（NHK OB) 

□ 2023年度役員の改選について □
■ 第4号議案

2023年通常総会議案書

●伊藤熹朔賞運営委員会 ◎委員⻑ 北原國彦（テレビ朝⽇）
○副委員⻑ 荒川淳彦（関東フリー）
○委員 ⼭﨑正⾂（NHK⼤阪拠点放送局）

●広報委員会 ◎委員⻑ 北原國彦（テレビ朝⽇）
○副委員⻑ 池上 隆（テレビ朝⽇）

●芸術⽂化振興委員会 ◎委員⻑ ⼩堺健司（関東フリー）
○委員 本多規⼦（SMA）

●伊藤熹朔賞５０回記念出版委員会（仮）◎構成員 協会常任理事、事務局
○編集 カマル社 桑原茂夫

活動内容：伊藤熹朔賞選考会及び
授賞式に関する運営

活動内容：協会冊⼦の発⾏及び
HPの更新、
JTVAN NEWS配信

活動内容：⽂化庁、振興基⾦に
関わる交渉、在外研修へ
の推薦など

https://www.jtvan.or.jp/award_8.php


特定非営利活動法人 テレビ日本美術家協会 2023.6⽉現在

□ 2023年度 事業計画 □

特定非営利活動法人 テレビ日本美術家協会 https://www.jtvan.or.jp/

■ 第5号議案

□ 2023年度 予算書 □
■ 第６号議案

2023年通常総会議案書

４⽉ 第50回 伊藤熹朔賞応募開始 伊藤熹朔賞運営委員会
協会在庫の美術書籍の⼤学への寄贈 事務局・芸術⽂化振興委員会

５⽉ 第50回 伊藤熹朔賞応募締め切り 伊藤熹朔賞運営委員会

６⽉ 第50回 伊藤熹朔賞⼀次選考会 伊藤熹朔賞運営委員会

7⽉ 第50回 伊藤熹朔賞新⼈賞選考会 伊藤熹朔賞運営委員会
通常総会開催 事務局

８⽉ 第50回 伊藤熹朔賞本選考会 伊藤熹朔賞運営委員会
本選考会終了後、理事会による協会賞、特別賞の選考
横浜放送ライブラリー常設パネル展の準備 広報委員会

９⽉ 伊藤熹朔賞授賞式準備期間 伊藤熹朔賞運営委員会

１０⽉ 第50回 伊藤熹朔賞授賞式開催予定 伊藤熹朔賞運営委員会
⼩冊⼦⽤ 取材、編集 広報委員会

１１⽉ 伊藤熹朔賞50回記念出版事業⽴ち上げ 伊藤熹朔賞50周年記念出版委員会（仮）

１２⽉ ⼩冊⼦配布 広報委員会・事務局
（各美術⼤学・専⾨学校・関係各所に無料配布）

１⽉ 新年度準備作業、次年度「伊藤熹朔賞」 伊藤熹朔賞運営委員会
応募要項検討等

2⽉ 横浜放送ライブラリー常設パネル展⼊替 広報委員会

３⽉ 年度末決算作業 事務局

●次⾴参照

※会員の皆様には⼤変お⼿数をお掛けいたしますが、事業報告書の全てに⽬を通していただき
内容にご同意頂けましたら別紙の『委任状』をメール、FAX、郵送のいづれかで事務局まで
送ってください。会員の過半数の承認の後にオンラインによる総会を実施致します。
期限までになるべくお早めに送って頂けますようご協⼒のほどお願い申し上げます。

以上

※本年度の⽂化庁の海外研修はコロナの影響や海外情勢を照らし合わせ、推薦を⾒合わせております。

（オンライン）

（オンライン）

（オンライン）

https://www.jtvan.or.jp/award_8.php
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記念事業企画書抜粋 

伊藤熹朔賞 50 回記念冊子企画概要 

 

伊藤熹朔賞は、舞台美術に歴史的な功績を遺した伊藤熹朔氏を偲び、毎年、舞台美術とテレ

ビ美術に功績のあった人を顕彰するところから始まった賞です。1999 年の第 27 回から、テ

レビについては、テレビ日本美術家協会（以下、JTVAN と表記）が実施するようになり、2023

年に第 50 回を数えるに至っています。大きな節目となるこの機会に、伊藤熹朔賞はもとよ

り、JTVAN のこれまでの歩みを可能な限りリアルに記録し、次世代以降につなげていくべき

ではないかと考え、以下のような冊子の制作を提案します。 

 

【編集・制作体制】 

伊藤熹朔賞 50 回記念出版委員会（仮）＝協会常任理事、JTVAN 事務局で構成 

編集実務＝カマル社・桑原茂夫 

編集➡発行＝内容をまとめ理事会の承認後 ２０２３年１１月スタート～２０２４年６月

発行予定 

【構成と概要】 

●巻頭挨拶＝現・理事長 ●テレビ日本美術家協会の歩み 

●伊藤熹朔賞のこと＝受賞者（受賞番組）データの一覧表、後々活用できるように構成し、 

運営委員・北原國彦による概説（印象に残っている選考経過など）を適宜加える。授賞式の

写真をグラフィックに展開しながら。 

●受賞者の思い＝冊子掲載のインタビューから、テレビ美術家ならではの印象的な表現を

ピックアップして構成する 

●特別賞を振り返る 

【冊子の仕様】 

●Ａ５判オールカラー、無線綴じ表紙と併せて９６ページ、250部作成予定。 

●本文＝横組み、二段組予定。 

【広告】賛助会社基本情報＝会社名、代表者名、連絡先などの情報＋テレビ美術に関する仕

事内容等 

【概算】 

印刷製本費  200,000円 プロデュース、編集料  800,000円 

デザイン料（データ作成費含む）  200，000円（総額で 120万円+税） 

予備費 30万円+税、冊子送料は別途 

【配布先など】 

各局の然るべき部門、賛助会員会社、関連大学など、計 250部に配布。 

 


